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　愛知県市町村別の緑被率 !^ は, Reectance based LMMを用
い推定する. !^ = (v   s)  (t   s)
(v   s)  (v   s) (1)






ために用いたデータは, MODIS, CAI どちらも市政調査で用い
られている年度と同じ, 2010年のものを使用した.
図 1 は, 名古屋市市政調査 (水面を除く) と本研究による緑被率
の推定結果との比較である. この結果より, 両データでは緑被の









考に設定した 5つのゾーンを示したものである. 図 5は,緑被率
と人口密度の関係を各ゾーンごとに同じ色で示したものである.






図 2 2010年度緑被率 図 3 地表面輝度温度
図 4 愛知県庁からの距離 図 5 愛知県各都市の人口密度
と緑被率 (2010年)
表 1 10年間の経年変化傾向
行政区 千種区 北区 守山区 尾張旭市 北名古屋市
2000年 23.9 18.5 38.0 38.9 33.4
2010年 20.0 18.0 30.7 27.2 25.3
増減率 △ 3.95 △ 0.45 △ 7.76 △ 11.7 △ 9.19
行政区 長久手市 一宮市 日進市 瀬戸市 豊橋市
2000年 48.4 41.2 47.6 60.4 44.9
2010年 38.8 34.5 40.2 46.2 34.7
増減率 △ 9.56 △ 6.72 △ 7.37 △ 14.1 △ 10.2
5 まとめ
本研究では衛星データを利用し,愛知県内の全行政区における
緑被率推移の調査を行った. 推定した緑被率データを用いて 10
年間の経年変化傾向を明らかにし,愛知県各都市の緑化計画の有
効性を評価するデータの一つとしてまとめた.また市政調査と比
べ本研究で用いた緑被率データは, 緑被率の定義が異なるもの
の,ヒートアイランド現象の監視や植物の生態系調査など各種モ
ニタリングに応用できると考えられる. 今後の課題として, 推定
精度の向上,大気補正など各種補正処理の追加があげられる.
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